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を提示する｡ フォークナーと三島は､ ともに ｢遅れてきた作家｣ で














いうまでもなく､ こうしたフォークナーと三島の ｢保守性｣ は､
現代的な観点からは批判されるべき点も多いが､ リーガー氏は文学
がそうした保守性や伝統に対する執着をも併せ呑んで昇華させると
いう意味で､ 個別の時代や地域を超えた主題を扱いえるのだと述べ
て､ なぜこれらの作家がいまだに読み継がれ､ 今後も読み続けられ
るべきであるかという問いに答えてみせた｡ 非常に有意義でもあり､
刺激的な講演であった｡
本講演には､ 学部学生や大学院生を始めとして､ 国内外の著名な文
学研究者を含む多くの一般来聴者も参加し､ その聴衆は百名余に及ん
だ｡ 講演の最後では活発な質疑も交わされ､ 盛況のうちに終了した｡
(中京大学国際英語学部英語圏文化専攻教授 森有礼)
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